
２月と３月の２カ月間、
特別会席料理を提供。見
た目も味も堪能できる

左上）今年寄贈された
ばかりの雛人形。状態
もよく可愛らしい丸顔
に癒される
右上）階段にずらりと
並べられた人形
左下）移築された離れ
の広間には、時代も地
域も異なる人形がずら
りと並ぶ「毎年、スタッ
フが試行錯誤して飾っ
ています」（森田社長）

ひ
な
ま
つ
り

ひ
な
ま
つ
り

雛
の
家 

二
木
屋

8

雛
の
家 

二
木
屋 

住　
　
所　
〒
３
３
８
―
０
０
１
２

　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
大
戸４
―
14
―
２

電　
　
話　
０
４
８
―
８
２
５
―
４
７
７
７

ア
ク
セ
ス　
Ｊ
Ｒ
北
浦
和
駅
か
ら
徒
歩
約
10
分

国
登
録
有
形
文
化
財
の
二
木
屋
は
、

平
成
10
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
食
事

処
だ
。
石
垣
に
囲
ま
れ
た
古
い
屋
敷
の

敷
地
は
約
４
０
０
坪
。
40
畳
の
客
間
か

ら
は
敷
地
内
の
中
央
に
位
置
す
る
日
本

庭
園
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
物

の
主
は
鳩
山
一
郎
内
閣
（
１
９
５
５

年
）
で
厚
生
大
臣
を
務
め
た
小
林
英
三

氏
。
川
口
で
鋳
物
業
を
営
み
、発
明
家
・

実
業
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
。

二
木
屋
は
英
三
氏
の
孫
で
あ
る
小
林

玖
仁
男
氏
が
開
業
し
た
。
こ
こ
に
あ
る

１
０
０
０
点
以
上
の
ひ
な
人
形
は
す
べ

て
玖
仁
男
氏
が
集
め
た
も
の
で
、「
ひ

な
ま
つ
り
」
で
は
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
毎
年
1
月
半

ば
か
ら
三
月
末
ま
で
の
二
カ
月
間
開
催

さ
れ
、
江
戸
、
明
治
期
の
ひ
な
人
形
や

雛
道
具
、
郷
土
玩
具
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
形
が
一
堂
に
会
す
る
。

同
店
の
森
田
ま
り
子
代
表
取
締
役
は
、

春
の
恒
例
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
こ
う

話
す
。「
毎
年
異
な
る
人
形
を
、
異
な

る
場
所
に
飾
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

女
の
子
の
遊
び
道
具
だ
っ
た
ひ
な
人
形
。

お
客
様
に
は
身
近
な
存
在
と
し
て
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
し
、
お
雛
様
仕
立
て

の
会
席
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
愛
で
て

い
た
だ
き
た
い
」（
森
田
社
長
）。

２
０
１
９
年
に
玖
仁
男
氏
が
逝
去
し

た
後
も
、
各
種
人
形
の
引
き
取
り
依
頼

が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
。
今
年
は
、

京
都
の
老
舗
・
大
木
人
形
店
の
五
代
大

木
平
蔵
氏
作
の
人
形
が
寄
贈
さ
れ
た
。

「
丸
顔
が
可
愛
ら
し
く
人
気
が
あ
る
」

と
森
田
社
長
は
目
を
細
め
る
。

来
月
は
こ
ど
も
の
日
に
合
わ
せ
て
、

五
月
人
形
が
展
示
さ
れ
る
予
定
。
ま
た

７
月
の
七
夕
に
は
日
本
庭
園
に
ろ
う
そ

く
を
敷
き
詰
め
、
幻
想
的
な
空
間
を
演

出
。
そ
こ
で
能
が
披
露
さ
れ
る
。

「
感
染
症
の
影
響
で
非
常
に
厳
し
い

状
況
。
そ
れ
で
も

続
け
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
思

う
」
と
話
す
森
田

社
長
。
二
木
屋
の

取
り
組
み
は
、
今

後
も
盛
り
上
が
り

を
見
せ
る
。

間
近
で
楽
し
む
ひ
な
人
形

各
地
の
ひ
な
展



狩衣姿の稚児雛。江戸後期から末期の製作と言われる

七澤屋の雛道具（江戸時代後期）

雛屋次郎佐衛門の
立雛。袴に菊紋が
押されていて天皇
家からの頂き物と
されている

明月院（あじさい寺）に伝来した桜紋螺鈿の明月碗

津雲家の有職雛。江戸後期から末期の小直衣雛
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東
京
都
青
梅
市
に
あ
る
津
雲
邸
は
、

元
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
津
雲
國
利
氏

が
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
か
ら
４
年

の
歳
月
を
か
け
て
造
っ
た
入
母
屋
造
り

の
建
物
で
、
現
在
は
歴
史
資
料
館
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。
屋
久
杉
、
タ
ガ
ヤ

サ
ン
、
柚
な
ど
の
多
彩
な
木
材
が
使
わ

れ
た
建
物
は
隅
々
ま
で
職
人
の
技
が
生

か
さ
れ
て
い
て
、
昭
和
初
期
の
流
行
で

あ
っ
た
和
洋
折
衷
の
名
建
築
と
評
さ
れ

て
い
る
。
昨
年
（
２
０
２
０
）
に
国
の

登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。

　

津
雲
國
利
氏
は
昭
和
３（
１
９
２
８
）

年
か
ら
22
年
間
に
わ
た
り
衆
議
院
議
員

で
あ
っ
た
。
館
長
の
津
雲
薫
氏
は
國
利

氏
の
孫
に
あ
た
る
。
津
雲
館
長
に
よ
る

と
、
津
雲
邸
は
政
界
や
著
名
人
を
も
て

な
す
場
所
と
し
て
利
用
し
て
い
た
そ
う

で
、
青
梅
に
住
居
が
あ
っ
た
川
合
玉
堂

や
吉
川
英
治
な
ど
も
訪
れ
た
そ
う
だ
。

　

津
雲
邸
が
歴
史
資
料
館
と
し
て
公
開

し
た
の
は
６
年
前
。
年
に
数
回
ほ
ど
企

画
展
を
開
催
し
て
お
り
、
ひ
な
人
形
、

鎧
兜
、
屏
風
、
工
芸
品
、
江
戸
か
ら
明

治
の
歴
史
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
。

３
月
28
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
た
ひ
な
祭

り
展
で
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
つ

く
ら
れ
た
人
形
、
雛
道
具
が
飾
ら
れ
た
。

江
戸
後
期
の
有
職
雛
、
立
雛
、
稚
児
雛

の
ほ
か
、
一
式
揃
え
る
と
所
帯
を
持
て

る
ほ
ど
高
価
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
上

野
・
七
澤
屋
製
の
雛
道
具
の
ほ
か
、
天

皇
家
ゆ
か
り
の
初う

い

参ざ
ん

人
形
も
あ
り
、
貴

重
な
見
応
え
あ
る
作
品
で
埋
め
尽
く
さ

れ
て
い
た
。

　
「
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
も
の
を
眼

の
前
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
青
梅

の
街
歩
き
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

の
で
今
後
も
展
示

し
て
い
き
た
い
」

（
津
雲
館
長
）。

　

次
回
は
５
月
初

旬
か
ら
「
和
の
し

つ
ら
え
」
が
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
。

こ
こ
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い

貴
重
な
作
品
が

展
示
さ
れ
る
。

　

津
雲
國
利
氏

が
愛
し
た
青
梅

奥
多
摩
の
風
景

と
と
も
に
、
美

術
工
芸
と
歴
史

を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

江
戸
、明
治
期
の
ひ
な
人
形

各
地
の
ひ
な
展

ひ
な
祭
り
展

ひ
な
祭
り
展

青
梅 

津
雲
邸

青
梅 

津
雲
邸 

住　
　
所　
〒
１
９
８
―
０
０
８
４

　
　
東
京
都
青
梅
市
住
江
町
72
―
２

電　
　
話　
０
４
２
８
―
２
７
―
１
２
６
０

ア
ク
セ
ス　
Ｊ
Ｒ
青
梅
駅
か
ら
徒
歩
約
６
分




